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第18週までのデータは各医療機関から報告があった日次報告から定点医療機関分を抽出し計算しています。

県内の新型コロナウイルス感染症流行状況（2023年第１週～第35週）

２



１）県内の病床数の状況

２）県内の宿泊療養施設の状況

３）クラスターの発生状況について（過去１週間）

※１ 現時点で確保している病床数、284床に対する割合

※２ ピーク時に確保予定である病床数、446床に対する割合

部屋数 療養者数 空数

52 4 48

宿泊療養施設について：新型コロナウイルス感染症に関する検査結果が陽性であって、
入院を要しない場合で重症化リスクを有するなど特別な配慮が必要な高齢者の方が、
宿泊療養施設での療養を行っていただく場合があります。

病床数 入院者数 空数
うち重症者数

284 141 ０ 143

現時点の確保病床の占有率※1 49.6%

最大確保病床の占有率※2 31.6%

うち重症者用病床の確保病床の占有率※3 ０.０% ※３ ピーク時に確保予定である病床数、３3床に対する割合

重症 : ＩＣＵに入室または人工呼吸器・ECMＯ（体外式模型人工
肺）が必要な方

4）1週間の検査数

検査数 7,219件

５）1週間の救急搬送困難事案

発生件数 0件

検査数について：8/28～9/3に県で確認した検査数を掲載しています。

8/28～9/3における大津市消防局からの報告数を掲載しています。

県内の感染状況・各指標の状況について（９/７現在）

8/28～9/3に県で確認したクラスターを掲載しています。保健所への相談、
イベントベースサーベイランスでの検査等で、同一施設で５名以上の陽性者
が確認された事例をクラスターとして報告しています。

介護関連事業所 障害福祉関連施設 医療機関

２ １ ０
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確保病床の運用状況（令和５年５月８日～９月６日）
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入院者数（確保病床） 入院者数（確保病床外） 確保病床数 病床使用率

9/1 第Ⅱ
段階を維持
（284床）

7/1 第Ⅱ
段階へ移行
（275床）
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宿泊療養施設の利用状況（令和５年５月８日～９月７日）

５

コントロールセンターへの調整依頼件数（令和５年５月８日～９月７日）

内容 件数
病院への入院調整 ８７件
宿泊療養施設への入所調整 １６７件
その他（調整必要なし） １１７件

計 ３７１件

施設 確保室数 利用者数合計
ホテルピアザびわ湖 １６室 ７４名
ヴォーリズ記念病院 ３６室 ９３名

計 ５２室 １６７名

入所状況については、７月から８月中旬にかけ
て増加。
９月以降は減少傾向に転じ、５類移行前と大き
な増減は見られない。



検査事業 変更前(～5月7日)
の対象者

変更後(5月8日～)
の対象者

現在の利用状況等
(5月8日~9月7日)

行政検査
医療機関
高齢者施設
障害者施設 等

医療機関
高齢者施設
障害者施設

累計25件
（利用減)

※一年前の同時期と比較しています。

EBS事業
高齢者施設
障害者施設
学校・保育関連施設

高齢者施設
障害者施設
特別支援学校

累計10,268件
（利用減)

※一年前の同時期と比較しています。

高齢者施設等
一斉検査

高齢者施設
障害者施設
学校・保育関連施設

高齢者施設
障害者施設
医療機関

6/20～７/21で98,650キット配布
（検査は8/7～9/1で実施）

検査キット
配布センター

有症状者
濃厚接触者 有症状者

累計2,414キット
（利用減)

※5類移行前後の1日平均比較

◆行政検査・EBS事業・高齢者施設等一斉検査・検査キット配布の検査対象を限定した。

検査事業 変更前(～5月7日)
の検査目標数

変更後(5月8日～)
の検査目標数 現在の発生動向

変異株検査 県内陽性者の5～10％
又は300～400件/週程度

100件/週程度
(300～400件/月)

XBB系統が主流
EG.5が増加傾向

◆変異株検査は、国の方針に従い検査目標数を変更した。

位置づけ変更後の検査の利用状況について
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10月以降の県の対応方針（案）について

7

項目 10月１日以降も継続 ９月30日に終了

患者等
への対応

・受診相談センターによる相談対応（自宅療養
者等支援センターの機能を移管し、一本化）

・治療薬の公費支援（一定の自己負担が発生）
・入院医療費の一部公費負担（自己負担限度
額からの減額幅は見直し）

・自宅療養者等支援センター

医療
提供体制

・移行計画の延長（R5.10月～R６.３月）
・病床の確保（中等症Ⅱ、重症に重点化したう
えで感染拡大期のみ実施）

・クラスター発生時に休止せざるを得ない病
床への補助

・設備整備や個人防護具の確保などの支援

【新】重症患者の調整困難時には対応可能な
病院の新型コロナ入院コーディネーターによ
る調整（県病院協会）

・コントロールセンター（行政による入院調
整）
・高齢者等のための宿泊療養施設

検査体制
・重症化リスクが高い者が多く入院・入所する
医療機関、高齢者施設、障害者施設における
集中的検査（EBS検査）

・有症状者向け検査キット配布センター
（9月20日まで配布）

発生動向
・週報による公表
・変異株調査 ７


